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  大手/小規模塾の比較

大切なわが子を学習塾に通わせることになると、どの塾にするべきか、どんなコンセプトを持っている塾にするか、受験を視野にいれるのか、月々の経費がどの程度かかるのか、家庭教師とどちらが向いているか、といった点はもちろん気になりますし、全国展開しているような大手の学習塾にするか、それとも個人経営の塾にするかについても悩みどころでしょう。
このページでは、大手の学習塾と個人経営などの小規模な塾のメリットやデメリットについてご紹介します。　

大手と小規模 それぞれのメリット・デメリット

CMや広告などでよく見かける大手の学習塾を選ぶメリットとしては、塾のコンセプトや講師陣などの情報を多入手しやすいといった点や、
「○○高校合格率○○％」といった多くの合格実績がある点が挙げられます。その他のメリットとして、講師陣の質やカリキュラムがしっかりしているところが多いので安心して通わせることができることも挙げられます。逆に、大手学習塾が抱えるデメリットとは、良くも悪くもマニュアルに従った授業をすることと、都心に塾を開くことが多いことから市内に住んでいない方にとっては通うのに時間がかかる場合があること、他にも競合する生徒同士で塾に通うことにストレスを感じてしまう恐れがある点が挙げられますし、生徒の中には講師に質問しにくいと感じている生徒も少なからずいるようです。生徒側ではなく親の視点から見ると、儲けに走っているのが見えて不快に感じるという方もいらっしゃいます。一方で個人経営塾に通うメリットには、生徒と講師の距離が近いので一つ一つの疑問に対して質問がしやすいという点と、講師が生徒に対して親身になって教えてくれること、部活との両立がしやすいといった部分があります。また、個人経営の塾ではその地元の学校情報について詳しい場合が多いので、テスト対策についても的確な対処を行なってくれます。全国規模の塾と違って競合するような生徒も少ないため、アットホームな雰囲気でストレスを感じる生徒も少ないようです。個人経営塾が抱えるデメリットとしては、前述のように競争相手が少ない傾向にあるため、競争心から学力を伸ばすタイプの生徒にとっては塾に通う意欲がもてない場合があるという点と、大手学習塾の強みである、全国の学校のデータから割り出された統計や規模の大きい模試を受けられないといった場合があることです。自発的に勉強をしたいと考える意欲的な生徒にとって個人経営の塾は若干の物足りなさを感じるかもしれません。最近だとホームページで塾の宣伝をしているところが多いので、それを利用して情報を得たり、実際に通っている生徒の親などの口コミなどを踏まえつつ比較検討してみてください。

それぞれの定義・特徴

ここでは、大手の塾と小規模の塾の定義についてご紹介します。
大手の学習塾とは、全国規模で展開している大手予備校や地元で数箇所の塾や予備校を展開する形態を取っており、小規模の塾だと拠点を1つに絞り塾長と数人の講師のみ交代に指導する形式を取っているところが殆どです。下記に大規模・小規模の塾について、項目ごとの違いについて記載しますので、学習塾選びの参考にしてください。

講師と生徒の距離感

大手と呼ばれるような塾のほとんどは、1クラスあたり約20名以上の規模で教えています。
またクラス数についても多く用意してあるので、一人ひとりにスポット当てるなど、面倒見の部分ではいささかケアが足りない、というのが一般的な意見となっています。一方小規模塾の場合、大規模な塾と違って一ひとりの面倒が見やすく、そのお陰で講師と生徒との距離が近くなり、結果として良い信頼関係が築けると言えます。

更に信頼関係を気づきたいのであれば、家庭教師がおすすめです。
扱っている情報量

全国規模の塾の場合、中学・高校・大学などの受験に関する情報が豊富に揃っており、その分受験に関するノウハウがあります。大手の塾ほど長年に渡って入試の出題傾向や入試対策についての研究に力を入れているので、生徒にとって無駄のない学習方法を教授してくれることでしょう。対して小規模塾の場合は、やはり大手に比べて情報が乏しかったり実践的なノウハウが欠けていたりと、デメリットとも言える部分がありますが、地域の進学先であれば役に立つ情報を持っている場合が多いのが特徴です。

用意している学習コース

大手の塾は生徒の数を多く抱えていることから、生徒それぞれの目的別にコースをたくさん用意しているため、生徒の進学先や志望と合わせてベストマッチな学習コースを選択することができます。また、同じコースを選ぶライバルとなる生徒が多く出来ることで競争心が生まれて向学心が高まるというメリットがあります。小規模塾の場合は講師がいくつかの科目を掛け持ちすることが殆どなので、それぞれの指導レベルに若干の差があります。しかし、予備校と言うよりは塾という雰囲気なので、生徒の実力を存分に引き出してくれる効果が期待できます。

先生１人に生徒２人までの森塾
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